
























































































































































































































































































































































































































































































































































単 元 構 成 の
段階(○番号)と
地理的分析視点










































































































































































































































□指導上の留意点学 習 課 題
※１特別栽培米の表示
※２つや姫のＣＭ
※３タイの輸出先
※４世界の米の輸出量
※５「宝塚のお米」の
写真
地域：一般的共通性
山形県とタイの取り
組みを根拠とし，提案
する。
地域：一般的共通性
山形県とタイの取り
組みが宝塚市にも当
てはめることができ
るか否かを吟味する。
山形県は，テレビＣＭやイン
ターネットで，たくさんの人
に「つや姫」を知ってもらう
活動をしている。
タイでは，いろいろな国に大
量に輸出している。
消費者ニーズに応える米を作
ることで，消費先を広げている。
山形県のように，いろんな場
所でＣＭする。
タイのように，外国に輸出し
たらよい。
特別栽培米として，売りだせ
ばよい。
①テレビＣＭは，費用がかか
るので，②インターネットで
の宣伝をし，③海外からの注
文にも応えるようにすればよ
い。
ブランドの規準を④管理する
ためには，働く人の数を増や
し，みんなで協力すればよい。
⑤輸出ができるとたくさん売
れるかもしれないので，政府
に協力を求めるとよい。
宝塚産のお米をみんなに食べ
てもらうために，インター
ネットで宣伝をし，外国から
の注文にも応えて，消費者の
数を増やす。
ブランド米として売り出し，
多くの人に知ってもらう。
○山形県やタイでは，米の消費
量を上げるために，どのよう
な取り組みをしていました
か。
□各地域の米の消費量を上げる
ための取り組みを振り返る。
○「宝塚のお米」が売っている
ことを知っていますか。
○「宝塚のお米」を食べてもら
うための取り組みについて，
提案しましょう。
□出てきた提案に対し，質問や
意見があるか，確認する。
○出てきた提案について，自分
の立場を明らかにし，メリッ
トとデメリットを考えましょ
う。
□これまでに使った資料や知識
を活用し，メリットとデメ
リットを書かせる。
班になりましょう。
□班で，デメリットを克服する
ための解決策について話し合
いをさせる。
意見交流をしましょう。
宝塚産の米をたくさん食べて
もらうために，班の話し合い
で決定したことをホワイト
ボードに書いて持ってきてく
ださい。
□デメリットを克服するための
方法を交流し，個人での意志
決定の参考にさせる。
○学習のまとめをしましょう。
□各班から出た意見を参考にさ
せ，意志決定をさせる。
１ 新たな社会事
象と出合う。
２ 学習課題を把
握する。
３ 提案をする。
４ 解決策の吟味
をする。
５ 班での解決策
を交流する。
６ 意志決定をす
る。
宝塚産の米をたくさん食べてもらうには，どうしたらよいのだろう。
第12時の学習は，これまでに習得した知識を活
用し，事実の分析的検討を行ったのち，地域の地
域的諸課題に対して解決策を提案している。事実
の分析的検討とは，これまでの資料や知識，新た
に提示された資料を活用し，意志決定の根拠とな
る知識を吟味することである28)。すなわち，本時
では，山形県やタイの取り組みの共通性や特殊性
が宝塚市にも当てはめることが可能か否かを吟味
し，意志決定する。
Ⅴ 成果と課題
１ 本研究の成果
本研究の成果は，次の２点である。
 現行の小学校社会科における教科書内容の空
間的相互依存作用の課題と，その特質を明らか
にした。そして，外国との相互依存関係につい
て，系統性をもった学習内容の提案をした。
 小学校社会科における空間的相互依存作用を
視点とする単元構成と学習過程を明らかにし
た。
２ 本研究の課題
本研究の課題は，次の２点である。
 他の産業分野における実践の単元開発をす
る。
産業形態の変化が激しい現在，他の産業分野に
おける単元開発だけではなく，各産業同士の関連
を視野に入れたカリキュラムをつくり，単元開発
をする必要がある。
 地理的分析視点の構成要素を精緻化する。
地理的分析視点のうち，景観，環境の構成要素
について，小学校及び中学校の教科書から，具体
的内容を抽出し，明らかにする必要がある。
7) 木内信蔵『地域概論 ―その理論と応用―』東京大学出
版1968.2
8) 安藤輝次『同心円拡大論の成立と批判的展開 ―アメリ
カ小学校社会科カリキュラム構成原理の研究―』風間書
房 1993.5
9)井田仁康「意思決定を担う地理教育の学習構造」新地理
47－３・４ 2000.3 pp.45－53
10)前掲9)
11)山口幸男『社会科地理教育論』古今書院 2002.10
12)相川高雄 堀内敏「疑問の発達的研究Ⅰ ―現実界認識
過程としての発生領域の考察―」『教育心理学研究』
Vol.10No.3 1962
13)波頭亮『思考・論理・分析「正しく考え，正しく分か
ること」の理論と実践』産業能率大学出版部2004.7
14)前掲13)
15)岩田一彦「地理教科書に見られる知識・内容の分析と
活用の視点」岩田一彦編著『地理教科書を活用したわか
る授業の創造』明治図書 1984.4 pp.11-37
16)菊地利夫『地理学習の原理と方法』金子書房 1960.10
17)岩田一彦「地理教科書に見られる知識・内容の分析と
活用の視点」岩田一彦編著『地理教科書を活用したわか
る授業の創造』明治図書 1984.4
18)前掲16)p.106
19)中村和郎「地域・景域・景観」中村和郎・手塚章・石
井英也共著『地域と景観』古今書院 1991.6pp.1-15
20)前掲19)
21)文部省『中学校学習指導要領（平成10年12月）解説 ―
社会編―』大阪書籍1999.9
22)青野壽郎「環境」青野壽郎編纂『地理学辞典』二宮書
店1989.4 p.107
23)前掲22)
24)前掲22)
25)岩田一彦「地理認識」永井滋郎・平田嘉三『社会科重
要用語300の基礎知識』明治図書 1981.5 p.85
26)石田寛「地理教育の本質（identity)―地域の独自性・
正体（identity)をめぐって―」上野実義ほか『社会科教育
学の課題』1971.6 p.132
27)山口康助「社会科の未来像」山口康助編著『社会科指
導内容の構造化 ―目標・内容・方法の総合的把握とその
実践―』1964.9
28)米田豊「意志決定学習における事実の分析的検討と板
書」『社会科教育』２月号No.694 明治図書 2017.1
pp.118-119
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